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冬に流行るこどもの感染症 予防と対策 について



こどもがかかりやすい感染症

感染症には、

一年中通して流行る 通年性、

ある特定の季節に流行る 季節性、

に分けられるが、
最近は、
新型コロナやインフルエンザのように
通年で流行る感染症が多い。

子供の感染症として
これからの 冬には

RSウイルス
感染性胃腸炎(ロタ、ノロ）
水痘
インフルエンザ

などが本格的な流行期になる



感染 とは？ 感染の三要素

人に害や病気を引き起こす微生物や寄生虫を

「病原体」 と呼びますが、

環境中に存在する病原体が人の体内に侵入し、
発育又は増殖することを

「感染」 といい、

その結果、
身体に何らかの症状が現れた状態を

「感染症」 と言います。

感染は、
感染源(病原体）
宿主(人間）
感染経路
の3つの要素が揃うことで成立



感染源 とは？

病原体
(細菌やウイルスなど）に

感染、汚染された
人、動物、物体、食品



感染経路 とは？

感染が成立する
ための筋道

色んな筋道があるが、
それを遮断できれば
感染は起こらない！



感染の三要素 まとめ

＜病原体＞

＜感染経路＞

＜感染源＞

病原体が付いたもの





各々の感染症 について

はしか(麻疹)は、最強の感染症。
感染力も強く、重症化もしやすい。

必ずワクチンを２回接種すること



先天性風疹症候群は重篤な合併症

水痘のハイリスクは





感染性胃腸炎(ノロ、ロタ)への対応



発疹性感染症 について



RSウイルス感染症について



季節性インフルエンザの一般的な経過



インフルエンザと新型コロナは、「似て非なるもの」

インフルエンザと新型コロナ

インフルエンザでは、

高齢者と乳幼児
が ハイリスクになる



重症化リスクのある人 とは？



インフルエンザとコロナ
基本的には、同じ対応でよい

・マスク
・換気
・手洗いと消毒



マスクに ついて

マスクは
感染リスクを明らかに低下させるが、

正しいマスクを
正しく装着しないと

効果はない



ノロウイルスやロタウイルスに効果がある 塩素系消毒液の作り方

アルコール消毒は
効果無し



感染対策について、もう一度振り返る！
⇒ あなたの 感染対策は それでよい？

新型コロナ・インフルエンザの感染方法は

・飛沫感染 ⇒唾液やつばのしぶきをあびることで

・接触感染 ⇒ウイルスが付着してる物に触れることで

⇒まれに、エアロゾル感染 ⇒閉鎖空間に長時間いることで

これらの感染方法についての効果的な対策は？

・ウイルスが含まれてるしぶきを出さない、あびない ⇒ マスク
・ウイルスが含まれる空気を滞留させない ⇒ 換気
・ウイルスの付着した物を残さない ⇒ 消毒

対策をしていても感染が広がるのは 何故？



感染対策をしていても、感染が広がってる状況は
この感染対策が効果ない、意味がない のでしょうか？

という訳ではないと思います

クラスターが起きた施設や病院等を調査して感じたこと
どうしてクラスターが起きてしまったのか？
すぐに対策をとったのに 感染が拡大したのは何故か？

メリハリのない感染対策は、逆に感染を広げる
⇒ ずっとガウン(エプロン)を着たままで業務を行う
⇒ 同じ手袋でケアや処置を行う など

何が清潔で何が不潔か、どこが清潔でどこが不潔か 判断できてない

自分で考える、判断する感染対策ができてない
ということ



自分が考えて行う感染対策ができてないことは、
一般にも当てはまります

例えば

マスク対策(安心ために、いつでもどこでもマスクをつけてる）
マスクの感染予防効果は明らかではあるが・・

⇒ マスクの性能・効果を理解した上で、時と場合を考えてつけるべき
ずっと同じマスクつけていることは、感染対策にはならない
ずっとマスクをするのであれば、時と場合で交換しないと汚い

結局

マスクをつけていても 感染はどんどん広がっていく 状況となる

コロナ渦も3年目となり、慣れてきたところで

「感染対策」とは、どのようなことが重要なのかをよく考えて
対策しましょう



1.感染者とは、注意して接触する
・部屋をわける
・可能ならトイレもわける
・感染者の入浴は最後に
・お互いにマスクを
・食事は別々が無難
・タオル・歯磨きは共有しない

2.手洗いと消毒をこまめに
・接触感染なので、手洗い、消毒が有効
・特に、トイレの前後では必ず
・可能であれば、定期的な換気を

3.症状があるときは、
・かかりつけ医療機関に連絡し受診
・検査キットで 自己検査 を行う

なかなか難しい家庭内での感染対策 だが・・



まとめ
新型コロナの第9波はピークアウトし、感染者数は減少してますが。
今年は、すでに
インフルエンザが流行期にはいり、感染者数が増加しています。
例年より早い流行ですが、今年は春から感染が継続している希有な年です。
ウイルス型はA型で、ほとんどが香港亜型、豚由来の旧新型です。





https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000197526.html

https://www.shionogi.com/jp/ja/sustainability/informations-for-id/infection_navi/infection.html

https://www.kigyounaihoiku.jp/wp-content/uploads/2023/07/20230724-02-202305guideline.pdf

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e4b817c9-5282-
4ccc-b0d5-ce15d7b5018c/c60bb9fc/20230720_policies_hoiku_25.pdf

https://www.wakuchin.net/disease/sitte-action.html
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